
農業の話をしようよ！
JA前橋市のキャッチコピー

笑顔と信頼　広げよう「ありがとう」の気持ち
2025

７

ホームページをリニューアルしました！
ホームページアドレス
http://www.jagunma.net/maebashi/

ＪＡ前橋市公式Instagramを始めました！
イベントの告知など様々な情報をお届けします

産直ゆうあい館Instagram更新中！
フォローやいいねをお願いします

▲イメージキャラクター
　「じゃじゃゴン」

第32回通常総代会～全議案が可決～
　《表紙紹介は２ページ》　　

文
ふみづき

月 /七夕行事に詩や歌を献じる月の意（七夕月ともいう） 花暦 /百合…清浄 誕生石 /ルビー（紅玉）…情熱・権威



◆
附
帯
決
議

◆
特
別
決
議

・
国
際
協
同
組
合
年
を
契
機
と
し
た
協
同

組
合
の
役
割
発
揮
に
関
す
る
特
別
決
議

◆
報
告
事
項

・「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更

令
和
７
年
度
の
計
画（
基
本
方
針
）

本
年
度
は
、
第
９
次
中
期
計
画
の
初
年

度
と
な
り
ま
す
。「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を

基
本
目
標
と
す
る
不
断
の
自
己
改
革
を
通

じ
、
２
０
２
４
年
に
開
催
さ
れ
た
第
43
回

Ｊ
Ａ
群
馬
県
大
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た

主
題
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
農
業
・
地
域

共
生
社
会
の
実
現
〜
協
同
活
動
と
総
合
事

業
の
好
循
環
〜
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を

総
代
会
提
出
議
案

◆
報
告
事
項

・
令
和
６
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、

注
記
表
の
内
容
及
び
附
属
明
細
書
並
び

に
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告
及
び
監
事

の
監
査
報
告
の
件

◆
第
１
号
議
案

・
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処

分
案
承
認
の
件

◆
第
２
号
議
案

・
目
的
積
立
金
目
標
額
設
定
変
更
の
件

◆
第
３
号
議
案

・
第
９
次
中
期
計
画
及
び
令
和
７
年
度
事

業
計
画
設
定
の
件

◆
第
４
号
議
案

・
令
和
７
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監
事

の
報
酬
に
関
す
る
件

～すべての議案が可決承認～
　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
６
月
１
日
、
亀
里
町
の

Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
「
令
和
７
年
度
第
32
回
通
常

総
代
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
各
地
区
の
総
代
４
５
２

名
（
本
人
出
席
２
３
５
名
、
書
面
出
席
２

１
７
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
議
長
に
は
、

前
橋
地
区
の
船
戸
作
司
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、

円
滑
な
議
事
進
行
に
務
め
ま
し
た
。

　

議
場
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
活
動
と
決

算
報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予

算
な
ど
の
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
慎

重
に
協
議
し
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

令和７年度
JA前橋市 第32回通常総代会

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
経
営
理
念
で
あ

る
「
組
合
員
・
地
域
住
民
の
生
活
の
向
上

を
図
り
活
力
と
ゆ
と
り
あ
る
農
業
、
緑
豊

か
な
田
園
都
市
を
築
く
」
の
実
現
に
向
け

対
話
を
通
じ
た
第
９
次
中
期
計
画
の
着
実

な
実
践
に
よ
り
、
地
域
農
業
と
地
域
利
用

者
に
貢
献
す
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
ま
す
。

▶
 議
長
と
し
て
議
事
進
行
を
務
め
た

　

船
戸
作
司
さ
ん

▶
 事
業
活
動
等
を
報
告
す
る
矢
端
組
合
長

▶
 議
案
説
明
に
耳
を
傾
け
る
総
代

▶
 提
出
し
た
す
べ
て
の
議
案
が
出
席
し
た
総
代

の
賛
成
を
得
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
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ＪＡ前橋市

自己改革実践レポート
全体戦略『農業者の所得増大・生産拡大に向けた取り組み』

▲主枝の選び方を確認する参加者

　ＪＡ前橋市は６月16日、荒子町の露地ナスの圃場で、新規栽培者などを対象に現地講習会を行いま
した。ＪＡ前橋市は、ナスを野菜重点８品目の一つに位置づけ、生産振興に力を入れており、営農部
生産振興課の企画運営のもと、年間を通して新規栽培者への技術支援を行っています。この取り組みは、
ナスの安定生産と生産者の所得増大を図ることを目的とし、今年で６年目を迎えました。
　講習会では、ＪＡ職員が圃場の栽培規模や品種、施肥などの概要を説明した後、県中部農業事務所
担い手・園芸課の今泉日菜技師が定植後の管理をテーマに講義。Ⅴ字支柱の立て方や４本仕立ての方法、
主枝の誘引や側枝の一芽切り戻し剪定のポイントについて解説した他、主枝選定については実演を交
えて具体的な手順を指導しました。
　また、追肥のタイミングについて「花柱が長く、開花の上に４～５枚の葉があり、花が大型で花色
が濃い状態が健全。収穫開始期からの生育状況をみながら、適切な追肥を行ってほしい」と説明。特に、
７月下旬から８月上旬の最盛期は重点的な追肥を呼びかけました。その他、病害虫の発生条件や農薬
の適切な散布方法、同一系統の薬剤の連続使用を避けることなど、病害虫対策についても注意喚起が
行われました。
　営農部生産振興課の角田美也子担当は「今後、高温・乾燥など特定の条件下で発生する病害虫が増
える。こまめに圃場を見回り、早期発見・早期対処に努め、収量の増加を目指してほしい」と参加者
に呼びかけました。
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Ｊ
Ａ
共
済
令
和
６
年
度
自
動
車
・
自
賠

責
共
済
代
理
店
表
彰
に
お
い
て
、
上
泉
町

の
有
限
会
社
浅
野
自
動
車
が
総
合
表
彰
の

部
で
特
別
総
合
優
績
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

同
店
は
、
交
通
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
備

え
る
自
動
車
共
済
な
ら
び
に
自
賠
責
共
済

の
重
要
性
を
積
極
的
に
広
め
、
契
約
件
数

が
県
下
１
位
と
な
る
優
れ
た
成
績
を
お
さ

め
ま
し
た
。

　

同
店
代
表
取
締
役
の
浅
野
健
さ
ん
は

「
今
後
も
顧
客
満
足
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
地
域
に
密
着
し

た
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
年
金
友
の
会
は
５
月
27
日
、

本
所
で
第
32
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
と
会

計
報
告
な
ら
び
に
今
年
度
の
事
業
計
画
と

収
支
予
算
、役
員
改
選
に
つ
い
て
協
議
し
、

す
べ
て
の
議
案
が
出
席
者
か
ら
賛
同
を
得

て
承
認
と
な
り
ま
し
た
。役
員
改
選
で
は
、

大
胡
地
区
役
員
の
加
藤
清
士
さ
ん
が
新
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
６
月
９
日
、
本
所
ア
グ

リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
農
産
物
検
査

員
を
対
象
と
し
た
麦
の
目
揃
え
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
出
席
し
た
農
産
物
検
査
員
が

麦
の
標
準
品
の
色
や
大
き
さ
、
形
状
な
ど

を
目
視
で
確
認
。
各
種
銘
柄
サ
ン
プ
ル
の

格
付
け
や
銘
柄
鑑
定
を
実
際
に
行
い
、
正

誤
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
適
正
な
格
付
け

の
徹
底
と
検
査
員
間
の
検
査
精
度
の
平
準

化
を
図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
共
乾
施
設
の
稼
働
は
８
月
頃
ま

で
続
き
、
随
時
農
産
物
検
査
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
清
里
園
芸
部
会
は
６
月
13

日
、
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
エ
ダ
マ
メ
の

目
揃
え
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

目
揃
え
会
で
は
、
営
農
セ
ン
タ
ー
の
担

当
者
が
出
荷
規
格
に
つ
い
て
「
Ａ
品
は
、

品
質
・
色
沢
良
好
な
１
莢
２
粒
以
上
の
欠

粒
の
な
い
完
全
莢
。
Ｂ
品
は
３
粒
莢
の
１

粒
欠
・
１
粒
の
完
全
莢
・
２
粒
以
上
の
完

全
莢
の
変
形
ま
た
は
２
粒
以
上
の
小
莢
な

も
の
」
な
ど
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

出
荷
時
の
注
意
事
項
と
し
て
「
過
熟
・

未
熟
・
病
害
虫
な
ど
の
莢
を
除
き
、
土
な

ど
の
汚
れ
を
落
と
す
。
収
穫
は
品
温
が
上

が
ら
な
い
早
朝
に
行
う
こ
と
」
と
良
質
な

エ
ダ
マ
メ
出
荷
に
向
け
て
生
産
者
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

▲麦の格付けを行う農産物検査員

▶
 表
彰
状
を
掲
げ
る
（
有
）
浅
野
自
動
車
の

　

浅
野
さ
ん

▲拍手にて議案を承認する年金友の会の会員

▲出荷物を手に取り規格を確認する参加者

目
揃
え
会
で
麦
の
適
正
検
査
を

清
里
園
芸
部
会
の

　
　

エ
ダ
マ
メ
目
揃
え
会

令
和
６
年
度
自
動
車
・
自
賠
責
共
済
代
理
店
表
彰

有
限
会
社
浅
野
自
動
車
が

特
別
総
合
優
績
表
彰

年
金
友
の
会
の
通
常
総
会
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
、
繭
の
増
産
対
策
や
群

馬
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
掃
立
て
、
純
国
産

絹
製
品
づ
く
り
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん

で
お
り
、繭
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
春
蚕
の
繭
出
荷
が
、
６
月
10
日
か

ら
20
日
に
か
け
て
、
Ｊ
Ａ
営
農
部
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
出
荷
さ
れ
た
繭
は
「
ぐ
ん
ま

２
０
０
」「
春
嶺
鐘
月
」「
小
石
丸
」
の
３

品
種
。
８
戸
の
生
産
者
が
大
切
に
飼
育
し

た
春
蚕
繭
の
出
荷
量
は
約
１
・
６
ｔ
と
な

り
ま
し
た
。

　

出
荷
に
立
ち
会
っ
た
販
売
部
農
産
販
売

課
の
湯
澤
勝
博
課
長
は
「
生
産
者
の
適
切

な
管
理
の
も
と
、蚕
は
十
分
に
成
育
し
た
。

作
柄
は
極
め
て
良
好
」
と
春
蚕
繭
の
で
き

を
高
く
評
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
バ
ラ
生
産
者
な
ど
で
組
織
す
る

前
橋
ば
ら
部
会
は
６
月
11
日
、
父
の
日
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
西
善
町
の
Ｓ
ｕ
ｒ

ｕ
Ｓ
ｕ
上
陽
こ
ど
も
園
と
堀
越
町
の
大
胡

第
２
こ
ど
も
園
を
訪
れ
、
園
児
に
合
計

５
９
８
本
の
バ
ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
昭
和
56
年
に
始
ま
り
、

市
の
花
で
あ
る
バ
ラ
を
広
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
が
大
切
な
人
に
花
を
贈
り
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
好
機
と
な
る
よ

う
例
年
実
施
。
バ
ラ
に
関
す
る
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ
も
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
興

味
津
々
で
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
バ
ラ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
園
児

た
ち
は
喜
び
、
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
前
橋
青
年
部
は
６
月
17
日
、

泉
沢
町
の
圃
場
で
女
屋
町
の
い
ず
み
幼
稚

園
と
西
片
貝
町
の
桃
瀬
幼
稚
園
の
園
児
を

招
き
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
３
月

下
旬
に
園
児
た
ち
が
種
イ
モ
を
植
え
、
青

年
部
員
が
大
切
に
管
理
し
育
っ
た
も
の
。

園
児
た
ち
は
、
青
年
部
員
に
収
穫
の
仕
方

を
教
わ
り
な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
土

を
掘
り
起
こ
し
、
笑
顔
を
み
せ
な
が
ら
収

穫
作
業
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

山
田
康
平
部
長
は
「
自
分
の
手
で
植
え

た
作
物
を
収
穫
す
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
も

ら
え
て
嬉
し
い
。
今
後
も
体
験
を
通
じ
て

農
業
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は

６
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
、
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
エ
ケ
ベ
リ
ア
や
セ
ダ
ム

な
ど
15
種
類
の
多
肉
植
物
を
使
用
。
部
会

員
た
ち
は
、
配
置
を
考
え
な
が
ら
丁
寧
に

鉢
に
植
え
付
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
針
金

を
ハ
ー
ト
や
カ
タ
ツ
ム
リ
な
ど
の
形
に
折

り
曲
げ
て
制
作
し
た
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
を

飾
り
付
け
、
部
会
員
同
士
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
寄
せ
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
は
８
月
に
親
子
で
参
加
で

き
る
料
理
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲園児にバラを手渡す部会員

▲春蚕繭出荷に立ち会う生産者と関係者

▲青年部員とジャガイモの収穫を行う園児たち

春
蚕
の
繭
出
荷

前
橋
ば
ら
部
会
が

園
児
に
バ
ラ
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

青
年
部
が
子
ど
も
た
ち
と

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体
験

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
の

多
肉
植
物
寄
せ
植
え
講
習
会▲多肉植物の寄せ植えを手に笑顔を見せる

　フレッシュミズ部会員
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
各
地
区
女
性
部
が
４
〜
６
月
に
実
施
し
た
、
講

習
会
や
く
ら
し
の
活
動
等
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
前
橋
市
各
地
区
女
性
部
の
活
動
紹
介

▲総社女性部（総社市民サービスセンターにて）▲宮城女性部（赤城育心こども園にて）

▲桂萱女性部（桃ノ木川サイクリングロードにて）

▲上川渕女性部（米粉ロールパンと団子作り） ▲木瀬女性部（シフォンケーキと肉まん作り）

▲東女性部（東市民サービスセンターにて）

▲粕川女性部（あゆみの里にて）▲清里女性部（西部営農センターにて）▲富士見女性部（吉祥寺にて）

花
植
え

料
理
講
習
会

介
護
施
設
で
踊
り
の
披
露

健
康
体
操

視
察
研
修
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産
直
ゆ
う
あ
い
館
で
は
毎
日
、
生
産
者
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
た
新
鮮
で
美
味
し
い
野
菜
や
愛
情
込

め
て
作
っ
た
お
弁
当
や
お
惣
菜
、
お
菓
子
、
彩
り
鮮
や
か
な
切
り
花
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
消
費
者
の
生
活
を
支
え
る
出
荷
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

なお、産直ゆうあい館では出荷者を大募集しています。
詳細は下記連絡先までお願い致します。

　　　ＪＡ前橋市産直ゆうあい館
　　　ＴＥＬ：０２７－２６１－５８１１　営業時間は
　　　ＦＡＸ：０２７－２６１－６４４６　午前９時から午後６時まで

氏　　名：木嶋　真里さん

所 在 地：前橋市上泉町

出荷品目：菓子パン、食パンなど　

　木嶋さんは、定番から季節限定の味が楽しめるラウンドパンやたっぷり

チーズのパン、風味豊かな食パンなどをゆうあい館に出荷しています。

「喜んで味わっていただけるおいしいパンを作り、“ありがとう”の気持ちを

届けたい」と話しました。

産直ゆうあい館出荷者紹介
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群馬県中部農業事務所

営農情報

ロ
コ
シ
の
乾
物
収
量
は
黄
熟
期
ま
で
増
加
し
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
収
穫
す
る

時
期
は
黄
熟
中
後
期
が
適
し
て
い
ま
す
。
子
実
の

ミ
ル
ク
ラ
イ
ン
が
半
分
程
度
に
な
る
時
期
を
見
極

め
て
収
穫
し
ま
す
（
写
真
１
）。

⑵
切
断
長

　

良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
を
調
製
す
る
に
は
、
サ
イ

ロ
内
の
空
気
を
速
や
か
に
排
除
し
、
乳
酸
菌
等
の

嫌
気
性
菌
に
よ
る
発
酵
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

切
断
長
が
長
く
な
る
と
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
詰
め
込

み
密
度
が
低
く
な
り
品
質
が
低
下
し
や
す
く
な
る

た
め
、
一
㎝
程
度
が
適
当
で
す
。
収
穫
に
あ
た
っ

て
は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
等
の
収
穫
機
械
の
整
備
を
入

念
に
行
い
、鋭
利
な
切
り
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
イ
ネ

　

イ
ネ
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
（
以
下
、

イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
は
牛
の
飼
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

水
田
の
活
用
や
飼
料
自
給
率
の
向
上
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
品
種
の
特
性
に
応
じ
た
ポ
イ
ン

ト
を
抑
え
、
良
質
な
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
生
産
し
ま
し

ょ
う
。

⑴
水
管
理

　

水
稲
に
準
じ
て
行
い
、
特
に
中
干
し
と
落
水
に

つ
い
て
は
次
の
点
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

【
中
干
し
】
水
稲
と
同
時
期
に
実
施
し
、
完
全
落

水
を
徹
底
し
て
耐
倒
伏
性
の
向
上
を
図
っ
て
下
さ

い
。
黄
熟
期
の
収
穫
が
前
提
の
た
め
、
や
や
強
め

に
実
施
し
て
下
さ
い
。

【
落
水
期
】
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
籾
の
充
実
を
求
め
な

い
こ
と
や
水
稲
よ
り
も
収
穫
が
早
い
こ
と
か
ら
、

穂
揃
期
か
ら
の
早
期
落
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑵
雑
草
及
び
病
害
虫
防
除

　

ロ
ー
ル
の
品
質
低
下
や
隣
接
圃
場
へ
の
病
害
虫

の
伝
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
適
切
な
防
除

を
行
っ
て
下
さ
い
。
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
Ｗ

Ｃ
Ｓ
用
イ
ネ
に
利
用
可
能
な
薬
剤
を
使
用
す
る
こ

と
、「
収
穫
○
○
日
前
ま
で
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
は
防
除
可
能
な
時
期
が
水
稲
よ
り
も
一
週
間

以
上
早
ま
る
こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

⑶
収
穫
適
期
と
熟
期
別
対
象
家
畜

　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
イ
ネ
は
登
熟
が
進
む
に
つ
れ
て
成
分

組
成
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
乾
物
収
量
と
水
分

含
有
率
を
考
慮
す
る
と
糊
熟
期
〜
黄
熟
期
が
収
穫

適
期
で
す
。

　

近
年
は
、
子
実
の
割
合
が
従
来
品
種
に
比
べ
て

著
し
く
少
な
い
極
短
穂
茎
葉
型
品
種
（「
つ
き
す

ず
か
」「
つ
き
は
や
か
」
な
ど
）
が
好
ま
れ
る
傾

向
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
品
種
は
糖
含
量
が
出
穂
後

四
十
日
ま
で
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
出
穂
後
四
十

日
以
降
が
収
穫
適
期
と
な
り
ま
す
。

⑷
発
酵
品
質
の
向
上

　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
イ
ネ
は
、家
畜
の
飼
料
で
あ
る
た
め
、

収
量
だ
け
で
な
く
、
発
酵
品
質
の
良
い
も
の
を
生

産
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
良
い
品
質
の
条
件
と

し
て
、
①
カ
ビ
の
発
生
が
な
い
②
水
分
含
量
が
六

十
五
％
以
下
③
発
酵
後
の
ph
が
四
・
二
以
下
に
な

る
よ
う
に
で
き
れ
ば
、
品
質
が
安
定
し
長
期
貯
蔵

性
が
期
待
で
き
る
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
て
収

穫
調
製
を
行
っ
て
下
さ
い
。

①
適
期
収
穫
を
心
掛
け
る
。

②
降
雨
中
の
作
業
は
避
け
る
。

③
泥
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

④
品
種
に
適
し
た
乳
酸
菌
を
添
加
す
る
。

⑤
ラ
ッ
ピ
ン
グ
後
の
運
搬
・
鳥
獣
害
に
よ
る
穴
空

き
に
注
意
す
る
と
と
も
に
巻
き
な
お
し
等
の
対
策

を
行
う
。

　

需
要
や
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
応
じ
た
品
種
の

選
定
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

家
畜
飼
養
管
理
や
大
型
機
械
等
で
の
農
作
業
事
故
、

熱
中
症
に
は
特
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

（
中
部
農
業
事
務
所
農
畜
産
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
畜
産
係
）

　

輸
入
乾
牧
草
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る

中
、
良
質
な
自
給
飼
料
を
生
産
し
、
無
駄
な
く
利

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

１
．
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ

は
濃
厚
飼
料
的
性
格
と
粗
飼
料
的
性
格
を
有
し
、

濃
厚
飼
料
の
節
減
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
、
良
質
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ

レ
ー
ジ
を
調
製
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
収
穫
適
期

　

収
穫
適
期
は
黄
熟
中
後
期
で
す
。
早
い
時
期
に

刈
り
取
っ
た
水
分
含
量
の
高
い
未
熟
な
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
サ
イ
レ
ー
ジ
で
は
、
栄
養
価
の
高
い
有
機

酸
・
粗
タ
ン
パ
ク
質
・
デ
ン
プ
ン
や
糖
類
が
排
汁

と
し
て
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
ウ
モ

写真１　トウモロコシの熟期の見分け方

　（赤い線がミルクライン）

写真２　WCS用イネ

　

良
質
な
飼
料
作
物
の

　

生
産
に
つ
い
て

あぐりー・とーく  2025・７月号 14



　
　

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
こ
と
は
、
漢
字
で
書
け
ば
「
薩
摩

芋
」
と
な
り
ま
す
。

　

甘
薯
・
甘
藷
（
か
ん
し
ょ
）
と
も
い
い
ま
す
の
は

ご
存
じ
の
と
お
り
。
甘
い
芋
な
の
で
こ
う
呼
ぶ
と
の

こ
と
で
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
日
本
伝
来
の
経
路
を
探
っ
て
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。
平
野
雅
章
氏
著
『
野
菜
記
』
に
よ

る
と
、

　

最
近
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
発
祥
地
は
野
生
近

縁
種
の
分
布
す
る
メ
キ
シ
コ
か
ら
グ
ア
テ
マ
ラ
に

か
け
て
の
地
方
で
、
紀
元
以
前
か
ら
作
物
化
さ
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ペ
ル
ー
を
中

心
と
す
る
紀
元
二
千
年
ご
ろ
の
遺
跡
に
サ
ツ
マ
イ

モ
栽
培
の
形
跡
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ

に
南
ア
メ
リ
カ
に
伝
わ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。　

（
同
書　

五
八
頁
）

　

日
本
に
は
、
南
米
大
陸
か
ら
太
平
洋
上
の
島
々
を

経
由
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
伝
わ
り
、
こ
こ
か
ら
東

洋
各
地
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ

モ
が
わ
が
国
に
伝
来
し
た
の
は
十
七
世
紀
初
頭
の
こ

と
で
、
中
国
か
ら
琉
球
を
経
て
、
薩
摩
に
入
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
暖
地
を
好
む
作
物
と
し
て
、
九

州
か
ら
普
及
し
て
行
っ
て
、
特
に
享
保
の
凶
作
を
経

て
、救
荒
作
物
と
し
て
、そ
の
栽
培
が
広
ま
っ
て
行
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
モ
ノ
ビ
の
供
え
物
と
し
て

も
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
五
夜
、
十
三
夜
、
十
日
夜
の
時
な
ど
に
は
、
他

の
供
え
物
と
一
緒
に
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
供
え
物
は
、
子
供
た
ち
が
ま
わ
っ
て
下
げ
て
行

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ふ
だ
ん
の
食
べ
物
と
し
て
も
サ
ツ
マ
イ

モ
は
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
「
焼
き
芋
」
と
し
て
、
江
戸
庶
民
の
オ
ヤ
ツ

と
し
て
流
行
し
た
の
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
、ク
リ
（
九
里
）に
近
い
「
八

里
半
」
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
は
、「
ク
リ
ヨ
リ
う
ま
い

十
三
里
」
と
い
う
し
ゃ
れ
で
、
焼
芋
は
人
気
を
博
し

て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

（
ク
リ
―
九
里
＋
ヨ
リ
―
四
里
で
十
三
里
に
な
り

ま
す
。栗
よ
り
焼
芋
の
方
が
う
ま
い
と
い
う
こ
と
を
、

し
ゃ
れ
て
い
っ
た
言
葉
で
す
）

　

こ
の
こ
と
は
、式
亭
三
馬
の
『
浮
世
風
呂
』や
『
浮

世
床
』
の
中
に
も
出
て
来
ま
す
か
ら
、「
焼
芋
」
の
流

行
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
辺
の
人
た
ち
の
ふ
だ
ん
の
食
べ
物
と
し
て
も
、

サ
ツ
マ
イ
モ
は
収
穫
の
季
節
を
中
心
に
登
場
し
て
来

ま
す
。

　

む
か
し
は
よ
く
「
カ
テ
メ
シ
」
を
炊
い
て
食
べ
ま

し
た
。
サ
ト
イ
モ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
が
か
て
と
し
て
利

用
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

間
食
（
コ
ジ
ョ
ウ
ハ
ン
）
の
一
つ
と
し
て
も
サ
ツ

マ
イ
モ
は
重
要
な
食
品
で
あ
り
ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ

モ
を
蒸
か
し
て
、
野
良
で
食
べ
た
の
で
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
で
も
う
一
つ
取
り
上
げ
て
お
き
た
い

こ
と
は
、
キ
リ
ボ
シ
と
か
、
カ
ン
ソ
ウ
イ
モ
の
こ
と

で
す
。

　

秋
に
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
薄
切
り
に
し
て
、

こ
れ
を
天
日
干
し
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
保
存

し
て
オ
ヤ
ツ
に
し
た
も
の
で
す
。
今
で
は
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
む
か
し
は
自
家
製
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
薄
切
り
に
し
て
油
で
あ
げ
、
塩
な

ど
で
味
付
け
し
た
の
は
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
で
、
こ
れ

も
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

全
く
の
商
品
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
に
つ
い
て
は
、
戦
時
中
の
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。一
つ
は
、大
量
生
産
の
た
め
に
ア
ル
コ
ー

ル
原
料
用
の
品
種
の
も
の
が
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま

ず
く
て
食
べ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
一
つ

は
、
家
の
庭
、
枝
庭
で
も
、
空
地
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が

植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
特
に
枝
庭
の
一
部
に

サ
ツ
マ
イ
モ
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
食
料
増

産
の
た
め
と
は
い
え
、
異
様
な
光
景
で
し
た
。
サ
ツ

マ
イ
モ
と
戦
争
の
結
び
つ
き
の
話
で
す
。

芋
の
話　

そ
の
四　

サ
ツ
マ
イ
モ

文
・
井
田
安
雄

読
者
の
皆
様
へ

　

長
年
に
わ
た
り
ご
愛
読
い
た
だ
き

ま
し
た
「
前
橋
散
策
」
で
す
が
、
著

者
の
井
田
安
雄
先
生
の
ご
都
合
に
よ

り
、
今
月
号
を
も
ち
ま
し
て
掲
載
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
連
載
は
、
１
９
９
３
年
の
Ｊ
Ａ
前

橋
市
の
合
併
と
と
も
に
始
ま
り
、
井

田
先
生
の
深
い
知
識
と
情
熱
に
支
え

ら
れ
、
前
橋
市
の
魅
力
を
皆
様
に
お

伝
え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
愛
読
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。広

報
紙
編
集
委
員
会

←の日が出荷休みになります。

野菜の荷受休業日野菜の荷受休業日

７
月

の
休
業
日

８
月

の
休
業
日

前
橋
散
策

M
A
E
B
A
S
H
I

S
A
N
S
A
K
U

Vol.

377

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 3031
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◯
発
　
行

　
前
橋
市
農
業
協
同
組
合

〒
379-2161

群
馬
県
前
橋
市
富
田
町
2400-1

◯
編
　
集
　
JA
前
橋
市
企
画
管
理
部
総
合
企
画
課
／
編
集
委
員
会

TE
L  027-261-3000 ㈹

    FA
X
  027-212-2570

◯
発
行
人

代
表
理
事
組
合
長
　
矢
端
幹
男

2
0
2
5
７
月
Ｎ
ｏ
.3
8
9

○
６
次
産
業
化
の
要
望
を
調
査

　

来
年
度
以
降
の
６
次
産
業
化
（
前
橋
産

農
林
水
産
物
の
加
工
販
売
）
支
援
の
要
望

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
前
橋
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
対
象
事
業
な
ど

〈
①
ハ
ー
ド
〉
加
工
・
販
売
施
設
の
整
備
、

機
会
の
導
入

〈
②
ソ
フ
ト
〉
販
売
促
進
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン

○
要
望
調
査
票
の
配
布

　

前
橋
市
役
所
農
政
課
で
配
布
し
ま
す
。

前
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
期
間

　

７
月
22
日
（
火
）
〜
９
月
１
日
（
月
）

に
調
査
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
同
課
へ

直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市
役
所
農
政
課

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
５
８
４
１

○
家
畜
伝
染
病
対
策
の
た
め
の

　

施
設
整
備
費
用
を
支
援
し
ま
す

　

豚
熱
等
の
家
畜
伝
染
病
の
連
続

発
生
を
受
け
、
防
疫
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、
養
豚
、
養
鶏
農
家

を
対
象
に
施
設
整
備
の
支
援
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

内
容
＝
農
場
へ
の
施
設
整
備
（
柵

の
設
置
や
補
修
、
増
設
、
防
鳥
ネ

ッ
ト
の
設
置
、
野
生
動
物
観
察
の

た
め
の
カ
メ
ラ
購
入
、
畜
舎
に
入

る
前
の
消
毒
や
着
替
え
た
り
す
る

施
設
（
前
室
）
の
整
備
な
ど
）
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
額
＝
１
農
家
あ
た
り
上
限
１

０
０
万
円
（
消
費
税
額
分
は
対
象

外
）

対
象
＝
市
内
に
飼
養
施
設
を
持
つ

養
豚
・
養
鶏
農
家
（
令
和
７
年
４

月
１
日
〜
11
月
28
日
ま
で
に
実
施

し
た
市
内
飼
養
施
設
へ
の
防
疫
対

策
費
を
対
象
と
し
ま
す
）

詳
し
い
要
件
は
前
橋
市
役
所
農
政

課
畜
産
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
12
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
前
橋
市
役
所
農
政
課
、
Ｊ
Ａ

前
橋
市
畜
産
部
へ
申
請
書
等
を
提

出
（
郵
送
可
）

※
対
象
農
家
あ
て
に
は
別
途
、
申

請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市
役
所
農
政

課
畜
産
係

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０
５

○
高
齢
農
家
の
農
機
具
購
入
支
援

内
容
＝
対
象
機
械
な
ど
は
、
耕
う

ん
機
な
ど
の
管
理
機
、
防
除
機
、

草
刈
機
、
税
込
み
２
万
以
上
の
ア

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
で
す
。
い
ず
れ
も

販
売
品
目
に
使
用
す
る
も
の
に
限

り
ま
す
。
本
事
業
は
予
算
額
に
達

し
次
第
終
了
し
ま
す
。
な
お
、
過

去
３
年
度
以
内
に
本
事
業
を
利
用

し
た
人
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
就

農
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
人

は
対
象
外
で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

補
助
額
＝
購
入
費
の
２
分
の
１
以

内
（
上
限
８
万
円
）

対
象
＝
確
定
申
告
な
ど
で
農
業
収

入
を
確
認
で
き
前
年
合
計
所
得
が

２
０
０
万
円
以
下
で
認
定
農
業
者

で
な
い
70
歳
以
上
の
農
業
者

申
し
込
み
＝
８
月
１
日
（
金
）
〜

29
日
（
金
）
に
前
橋
市
役
所
農
政

課
へ

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市

役
所
農
政
課

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０
８

○
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
就

農
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

内
容
＝
定
年
な
ど
を
機
に
新
規
就

農
し
販
売
農
家
を
目
指
す
方
の
農

機
具
等
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　

本
事
業
は
予
算
額
に
達
し
次
第

終
了
し
ま
す
。

補
助
額
＝
購
入
費
の
10
分
の
３
以

内
（
上
限
50
万
円
）

対
象
＝
開
業
届
を
過
去
３
年
度
以

内
に
61
〜
69
歳
で
提
出
し
た
方
な

ど
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
　

申
し
込
み
＝
令
和
７
年
８
月
１
日

（
金
）〜
令
和
８
年
２
月
27
日
（
金
）

に
農
政
課
へ

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市

役
所
農
政
課

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０
８

○
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　

こ
れ
は
、
優
良
農
地
の
確
保
と

有
効
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
農

地
法
に
基
づ
き
、
利
用
状
況
調
査

を
行
う
も
の
で
、
遊
休
農
地
の
実

態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消
、
農

地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
等
を
重

点
的
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
７
月
以

降
に
実
施
し
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
道
路
か
ら
目
視
で
状

況
を
確
認
い
た
し
ま
す
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
当
該
農
地
へ
立
ち
入

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
作
付
等
が
難
し
い
所
有

者
の
方
は
貸
出
し
な
ど
の
検
討
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
を
放
置
し
、

農
業
委
員
会
か
ら
農
地
中
間
管
理

機
構
と
協
議
す
べ
き
こ
と
の
勧
告

を
受
け
た
農
地
は
固
定
資
産
税
の

評
価
額
が
上
が
り
ま
す
の
で
、
所

有
者
の
方
は
除
草
や
耕

起
な
ど
の
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
農
業
委

員
会
事
務
局
農
業
振
興

係
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
７
３
３

※希望される方は、

前々日までにJA各支所へご連絡ください。

法務・税務相談日

……  各午後２時から本所金融部にて  ……

●法務相談

●税務相談

2025年 ８月１日㈮・22日㈮
2025年 ９月５日㈮・19日㈮

2025年 ８月７日㈭・28日㈭
2025年 ９月11日㈭・25日㈭

◆
審
議
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―

①
令
和
７
年
度
〜
令
和
９
年
度　

貸
出
金
不
良
債
権
回
収
計
画

②
令
和
７
年
度
〜
令
和
９
年
度　

購
買
未
収
金
不
良
債
権
回
収
計
画

③
令
和
７
年
度　

常
勤
役
員
・
非

常
勤
役
員
小
委
員
会
担
当

④
令
和
８
年
度　

初
任
給
の
改
定

⑤
貸
出
案
件

◆
報
告
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―

①
各
事
業
の
概
況
と
報
告

５
月
26
日
…
本
所
大
会
議
室

５
月
の
理
事
会
か
ら

５月末事業実績５月末事業実績

総 組 合 員 数

貯　金　総　額
貸 出 金 総 額
長期共済保有額
農畜産物販売総額
購買品供給額

24,378 人
(うち正組合員 10,006 人)

2,427億3,306 万円
719億2,337 万円

4,479億9,978 万円
41億4,831 万円
16億628 万円

みんなの JA

農地パトロール車（パトロー
ル中のマグネットを掲示して
市内農地を巡回しますので、
ご理解をお願いいたします。）
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